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は
じ
め
に
福
岡
忠
行
委
員

長
の
主
催
者
挨
拶
に
続
い

て
、
池
田
書
記
長
に
よ
る
同

会
議
の
テ
ー
マ
「
要
求
実
現

の
運
動
を
通
じ
、
仲
間
増
や

し
と
組
織
の
強
化
で
7
0
0

0
人
支
部
回
復
を
目
指
そ

う
」
に
関
す
る
基
調
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
基
調
報
告
で

は
こ
れ
ま
で
の
国
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

問
題
点
な
ど
を
解
説
。
「
既

に
政
治
は
機
能

不
全
に
陥
っ
た

が
、
こ
の
ま
ま

で
良
い
わ
け
が

な
い
。
政
治
は

生
活
そ
の
も
の

で
あ
り
、
仕
事

や
人
生
に
ま
で

大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か

ら
そ
の
あ
り
か

た
を
問
う
重
要

な
時
期
を
迎
え

て
い
る
」
と
し

て
、
秋
の
拡
大
運
動
は
「
仲

間
増
や
し
・
選
挙
・
自
治
体

要
求
」
の
3
本
柱
で
取
り
組

む
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

秋
の
拡
大
月
間
の
幕
開
け
と
な
る
支
部
活
動
者

会
議
が
9
月
5
日
に
練
馬
支
部
会
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト
参
加
を
含
め
計
98
人
が
参

加
し
、
学
習
と
経
験
交
流
を
す
す
め
、
秋
の
拡
大

月
間
の
成
功
に
む
け
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

講
演
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
医
療
制

度
研
究
会
の
本

田
宏
さ
ん
が

「
コ
ロ
ナ
禍
で

見
え
た
日
本
政

治

な
ぜ
政
治

が
変
わ
ら
な
い

の
か

ど
う
し

た
ら
変
え
ら
れ

る
の
か
」
と
題
し
て
話
し
ま

し
た
。
本
田
さ
ん
は
「
日
本

は
以
前
よ
り
公
立
病
院
が
少

な
く
、
医
療
の
民
営
化
が
進

ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
事
実
を
知
っ
て
い
る
国
民

は
少
数
だ
」と
し
た
う
え
で
、

そ
の
原
因
は
「
真
実
を
曲
げ

て
報
じ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
日
本
人
の
70
％
が
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
信
頼
し
て
い

る
と
の
デ
ー
タ
を
示
し
、「
真

実
を
知
ら
せ
る
た
め
に
も
仲

間
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
。
こ

う
し
た
こ
と
が
信
頼
で
き
る

政
治
の
獲
得
に
つ
な
が
る
」

と
、
今
秋
の
衆
院
選
を
は
じ

め
、
各
種
選
挙
で
の
投
票
の

重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
「
社
会
保
障

費
な
ど
を
増
や
し
た
ら
日
本

の
財
政
は
成
り
立
つ
か
」

「
（
講
演
を
聞
き
）
政
治
を

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
つ

く
づ
く
思
っ
た
」
と
の
質
問

や
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
委
員
長
と
上
原
組
織
部
長
に
よ
る
だ
る
ま
の
目
入
れ

上
原
良
子
組
織
部
長
は

「
全
対
話
ア
ン
ケ
ー
ト
運
動
」

に
よ
っ
て
、
利
用
で
き
る
制

度
や
、
相
談
で
き
る
組
合
の

存
在
を
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
に
知
っ
て
も
ら
い
、
要
求

の
実
現
と
、
助
け
合
え
る
組

織
を
守
る
こ
と
に
つ
な
げ
よ

う
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。「
練

馬
支
部
の
仲
間
の
皆
さ
ん
、

連
日
の
奮
闘
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
ま
だ
ま
だ
苦
し
い
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
困
っ
た

時
に
こ
そ
組
合
の
相
談
力
、

仲
間
の
つ
な
が
り
が
大
事
に

な
り
ま
す
。
電
話
や
メ
ー
ル

も
活
用
し
、
仲
間
に
寄
り
添

っ
た
対
話
の
運
動
を
一
丸
と

な
っ
て
す
す
め
ま
し
ょ
う
」

分
会
経
験
報
告
で
は
、
練

馬
分
会
の
荻
原
俊
雄
組
織
部

長
か
ら
「
春
の
取
り
組
み
か

ら
得
ら
れ
た
大
き
な
成

果
」
、
西
大
泉
分
会
の
西
川

忠
大
執
行
委
員
か
ら
「
後
継

者
対
策
部
長
か
ら
執
行
委
員

へ
の
登
用
」
を
テ
ー
マ
に
そ

れ
ぞ
れ
の
分
会
の
生
き
た
経

験
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

荻原組織部長（練馬分会）西川執行委員（西大泉分会）

▽
2
0
2
1

年
度
の
最
低

賃
金
改
定

で
、
今
年
の

最
低
賃
金
は

全
国
加
重
平

均
9
3
0
円

（
昨
年
9
0
2
円
）
と
な
り

ま
し
た
。
組
合
で
は
東
京
都

の
審
議
会
に
意
見
書
を
提
出

し
、
引
き
上
げ
を
求
め
ま
し

た
が
、
決
定
さ
れ
た
今
年
の

東
京
都
の
最
低
賃
金
は
1
、

0
4
1
円
、
昨
年
1
、
0
1

3
円
よ
り
28
円
増
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
地
域
間
の
格
差

は
現
状
を
維
持
す
る
形
と
な

り
、
最
高
1
、
0
4
1
円（
東

京
）
と
比
べ
、
高
知
県
・
沖

縄
県
は
8
2
0
円
と
、
2
2

1
円
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
の
影
響
が
強
く
、
上

積
み
を
求
め
る
労
働
側
の
声

と
と
も
に
、
使
用
者
と
な
る

中
小
企
業
へ
の
国
の
支
援
の

抜
本
的
な
拡
充
を
求
め
る
声

も
強
ま
っ
た
こ
と
が
特
徴
点

と
な
り
ま
し
た
。
▽
ま
た
、

国
公
労
連
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
今
年
の
最
低
賃
金
改
定

で
国
家
公
務
員
の
高
卒
初
任

給
が
最
賃
を
下
回
る
と
さ
れ

る
地
域
が
11
都
府
県
、
3
4

0
市
町
村
に
の
ぼ
り
、
東
京

は
23
区
を
除
く
全
市
区
町
村

で
「
最
賃
割
れ
」
と
な
る
見

込
み
で
す
。
国
は
こ
う
し
た

最
賃
違
反
と
も
言
え
る
実
態

を
早
期
に
問
題
解
決
し
、
労

働
者
・
使
用
者
が
と
も
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
い
も
の
で

す
。
（
渡
）

支
部
活
動
者
会
議
月
間
や
り
ぬ
く
決
意
固
ま
る

「仲間増やし・選挙・自治体要求」の3本柱「仲間増やし・選挙・自治体要求」の3本柱

仲
間
に
寄
り
添
っ
た
対
話
を
大
事
に

政
治
の
在
り
方
を
問
う
重
要
な
時
期

2
分
会
の
経
験
が
語
ら
れ
る

秋の拡大運動は秋の拡大運動は

仲
間
を
増
や
す
こ
と
が

信
頼
で
き
る
政
治
の
獲
得
に
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こ
の
度
、
東
京
都
連
経
由
で
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」

に
関
す
る
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
都
内
3
か

所
の
大
規
模
接
種
会
場
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
建
設
業
に
従
事
す
る
仲
間
に
も
接
種
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
詳
細
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
次
の
す
べ
て
に
該
当
を
す
る
方

18
歳
以
上
（
接
種
日
時
点
）
で
、
自
治
体
か
ら

送
付
さ
れ
た
接
種
券
を
お
持
ち
の
方

都
内
で
建
設
業
に
従
事
す
る
方
ま
た
は
都
内
に

在
住
し
都
外
で
建
設
業
に
従
事
す
る
方

【
対
象
会
場
】

（
1
）
東
京
都
乃
木
坂
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

（
2
）
都
庁
北
展
望
室
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー

（
3
）
都
庁
南
展
望
室
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー

【
予
約
方
法
】
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
「
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

大
規
模
接
種
予
約
シ
ス
テ
ム
」
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く

だ
さ
い
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
の
改
正
に
伴

い
、
2
0
2
1
年
10
月
か
ら
①
建
退
共
掛

金
・
②
運
用
利
回
り
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

①
建
退
共
の
掛
金
日
額
の
改
定

（
現
行
3
1
0
円
か
ら

3
2
0
円
に
改
定
）

来
月
10
月
の
群
会
議
で
の
納
入
分
か

ら
、
月
額
掛
金
が
8
0
0
0
円
（
3
2
0

円
×
25
日
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
従
来

よ
り
2
5
0
円
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
予
定
運
用
利
回
り
の
改
定

（
現
行
3
・
0
％
か
ら

1
・
3
％
に
改
定
）

来
月
10
月
以
降
の
掛
金
納
付
分
に
つ
い

て
は
、
1
・
3
％
の
予
定
運
用
利
回
り
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

東
京
土
建
は
加
入
者
の
将
来
設
計
を
危
う
く
す
る
も
の
と
し
て
反
対
し
、
厚
労

省
の
委
員
会
で
全
建
総
連
代
表
を
通
じ
て
意
見
表
明
を
行
い
ま
し
た
が
、
市
中
金

利
が
低
迷
す
る
中
で
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
5
年
毎
の
運
用
利
率
見
直
し
を
、
景
気
動
向
に
応
じ
て
機
敏
に
対
応
す
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
答
申
付
記
を
さ
せ
る
前
進
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
国
保
に
加
入
中
の
仲
間

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

療
養
の
た
め
に
仕
事
が
で
き
な
い
場

合
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

手
当
金
」
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
期
間
は
2
0
2
1
年
1
月
1
日
か

ら
2
0
2
1
年
9
月
30
日
ま
で
で
す
。

申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
練
馬
支
部
国

保
担
当
ま
で
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
3
―
3
8

2
5
―
5
5
2
2

練
馬
支
部
で
申
請
の

あ
っ
た
2
0
2
1
年
度

上
半
期
の
労
災
事
故

（
全
43
件
）
の
う
ち
、

休
業
4
日
以
上
の
事
故

26
件
の
被
災
者
に
対
し

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
調
査
は

2
0
2
0
年
度
上
半
期

の
実
施
か
ら
3
度
目
と

な
り
、
労
災
事
故
防
止

や
補
償
に
関
す
る
課
題

を
捉
え
る
こ
と
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

今
調
査
結
果
で
は
、

安
全
対
策
に
関
し
て
は

「
意
識
的
に
注
意
が
図

ら
れ
て
い
る
」
と
い
う

回
答
が
多
か
っ
た
も
の

の
、
療
養
中
、
「
収
入

を
補
う
た
め
」
や
「
工

期
の
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
」
に
完
治
前
に
現
場

に
出
た
と
の
回
答
が
5

件
も
あ
り
ま
し
た
。
休

業
補
償
に
関
す
る
点
で

は
「
不
十
分
」
が
半
数

を
占
め
、
必
要
な
日
額

補
償
は
1
4
0
0
0
円

〜
2
0
0
0
0
円
と
、

実
際
の
補
償
額
か
ら
5

0
0
0
円
〜
1
0
0
0

0
円
の
上
積
み
が
必
要

で
あ
る
と
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

結
果
を
も
と
に
、
引
き

続
き
労
働
対
策
部
で
は

安
全
啓
発
活
動
を
す
す

め
る
と
と
も
に
適
正
な

日
額
設
定
に
つ
い
て
も

呼
び
か
け
て
い
き
ま

す
。

い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
け
ん
せ
つ
北
部
は
毎

月
組
合
員
の
皆
様
の
も
と

へ
お
届
け
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
唯
一
の
機
関
発
行
紙

で
す
。
大
事
な
情
報
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

今
後
も
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
今
月
も
皆
様
か
ら

の
お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

◇
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
ね
。
ク
ー
ラ
ー
を

か
け
体
調
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
（
早
宮
分
会
／

天
野
邦
子
さ
ん
）

◇
8
月
16
日
の
ニ
ュ
ー
ス

で
初
め
て
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
原
因
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
強
行
に
よ
る
も
の

と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ど
う
す

る
の
か
！
（
上
石
神
井
分

会
／
尾
﨑
正
一
さ
ん
）

◇
コ
ロ
ナ
に
振
り
ま
わ
さ

れ
て
い
る
感
じ
で
す
。
蔓

延
し
て
い
る
要
因
は
為
政

者
が
八
方
美
人
の
よ
う
に

行
動
し
、
国
民
の
命
を
最

優
先
に
し
な
い
事
で
す
。

（
旭
町
光
が
丘
分
会
／
工

藤
吉
春
さ
ん
）

鉄
筋
工
（
3
人
以
上
）
社

員㈱
林
田
工
業（
関
町
分
会
）

西
東
京
市
柳
沢
2
―
14
―

3
―
3
0
9

☎
0
9
0
―
7
7
0
6
―

0
4
7
3

解
体
工
・
斫
工
（
3
人
以

上
）
社
員

㈲
木
下
斫
工
業
所
（
旭
町

光
が
丘
分
会
）

練
馬
区
旭
町
3
―
16
―
8

☎
0
3
―
6
6
7
7
―
4

0
3
2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
（
2
人
）
社
員

㈲
三
進
圧
送
（
北
練
馬
分

会
）

練
馬
区
平
和
台
2
―
6
―

12☎
0
3
―
3
9
3
1
―
8

4
1
1

配
管
工
（
1
人
）
短
期
雇

用
・
請
負
契
約

㈲
川
戸
設
備
（
泉
分
会
）

練
馬
区
東
大
泉
6
―
47
―

6☎
0
9
0
―
8
8
0
7
―

9
4
7
4

左
官
工
（
1
人
）
社
員

合
同
会
社
は
な
ま
る
（
大

泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
町
2
―
36
―

6

☎
0
8
0
―
5
3
7
7
―

3
9
7
8

型
枠
大
工
（
2
人
）
短
期

雇
用

㈲
光
田
工
務
店
（
桜
台
分

会
）

練
馬
区
桜
田
5
―
34
―
20

☎
0
9
0
―
3
2
0
6
―

2
5
6
5

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込

み
は
東
京
土
建
練
馬
支
部

求
人
・
求
職
係
ま
で

☎
0
3
―
3
8
2
5
―
5

5
2
2

◇
イ
ラ
ス
ト
（
早
宮
分
会
／
中
里
恒
雄
さ
ん
）

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

土
建
国
保
加
入
者
対
象

土
建
国
保
加
入
者
対
象

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
手
当
金

今
の
ま
ま
で
は
不
十
分

２
０
２
１
年
度
上
半
期

労
災
事
故
ア
ン
ケ
ー
ト

建退共制度改定建退共制度改定
来月10月納入から来月10月納入から


